
基本設計（案）に関する意見募集等を踏まえて、今後の実施設計の協議にあたって、

次の主な項目について調整していきます。

施設建築物の今後の実施設計に向けて

項 目 対 応 案

1

児童コーナーでの赤ちゃんの泣

き声など対する防音対策につい

て

当初予定している読み聞かせコーナーについ

て、壁で仕切った空間となるよう対応を検討し

ていきます。

2

１階から２階への動線、バリアフ

リー対策について

１階のＪＲ酒田駅側（北側）の２階への動線に

ついては、階段と合わせて、エレベーターの設

置を検討していきます。

3

レファレンスカウンターの位置付

けについて

全てのカウンターにおいて、レファレンス窓口

の機能を備え、わかりやすいサインを用いるな

どの環境整備を検討していきます。

資料４ Ｈ29.11.28

◆修正済みの箇所（市民意見から）

２階と３階のトイレに障がい者用の多機能トイレを配置



　１　募集期間 　　平成29年8月22日（火）から平成29年9月20日（水）まで

　２　説明会、パネル展示等での意見等提出件数・主な項目

　　＜意見募集の実施　9回、参加者総数　116人、意見総数　136件＞

開催日 参加者数 区　　　分 意見件数 主な項目

8月22日 5人

8月23日 9人

8月28日 7人 2 観光情報センター 3件 情報発信充実、駅舎内案内所　等

8月30日 11人 3 駐車場 7件 駐車台数、料金設定、送迎車対策　等

8月31日 28人 4 バスベイ 2件 乗入路線、待合ｽﾍﾟｰｽ　等

9月4日～15日 22人 5 広場 3件 ｲﾍﾞﾝﾄｽﾍﾟｰｽ　等

9月7日 18人

9月8日 13人

9月20日 12人 7 災害等緊急時 4件 災害時等の避難場所　等

116人 8 事業費 4件 事業費　等

9 その他 13件

合　　計 136件

合　　計

酒田市議会議員

パネル展示

市民説明会

浜田学区育む会

駅前4自治会地元説明会

　※1　28人は総務常任委員の9人を含む
　※2　22人は意見書提出件数

酒田駅前地区第一種市街地再開発事業

施設建築物基本設計（案）の概要に関する意見募集の実施結果について

1
ライブラリーセン
ター

66件
防音対策、ﾚﾌｧﾚﾝｽｶｳﾝﾀｰ、ｱﾙｺｰﾙ提供、館内飲食、ﾄｲﾚ、
ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ対策、光丘文庫連携、職員数、ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ等

6 民間施設等施設全般 34件
ﾎﾃﾙ連携、官民連携手法、ｻｲﾝ計画、商業店舗、街路
樹、電波障害、風対策、自動車通行量　等

区　　　分

教育委員

酒田市議会総務常任委員

整備検討委員会

図書館協議会

※1

※2
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酒田駅前地区第一種市街地再開発事業　基本設計概要

酒田駅前地区第一種市街地再開発事業

酒田コミュニケーションポート （仮称） 等

基本設計概要書

平成29年 9月

光の湊株式会社

11081
タイプライタ
資料４（参考資料）



酒田駅前地区第一種市街地再開発事業　基本設計概要１－１　基本方針

（１）酒田駅周辺地区の基本理念（酒田駅周辺地区グランドデザイン）

（２）酒田駅周辺地区に求められる機能（酒田駅周辺地区グランドデザイン）

（３）酒田市の方針（酒田駅前整備計画方針）

（１）整備区域

整備区域面積（道路除く）
・旧ジャスコ跡地 約 ㎡
・隣接街区（民有地） 約 ㎡
・合 計 約 ㎡

旧ジャスコ跡地

隣接街区
（民有地）

＜整備区域＞
方針：酒田コミュニケーションポート（仮称）を公共施設として整備する。

酒田コミュニケーションポート（仮称）
② 観光情報センター
【整備目的】
・駅前の観光案内､情報発信機能の
向上
【整備内容】
・ ㎡を基本として整備

③ 広場
【整備目的】
・駅前にはイベント等に活用でき
る空間がない。
・景観形成や憩いの場として整備
【整備内容】
・ ㎡を基本として整備

④ 駐車場
【整備目的】
・公共施設利用者及び駅周辺への
不特定多数利用者用として整備
【整備内容】
・整備駐車台数のうち 台
※公共施設利用者 台、不特定
多数 台

⑤ バスベイ
【整備目的】
・交通結節機能強化のため、駅前の
バス停を集約

【整備内容】
・旧ジャスコ跡地の北側（県道沿
い）にバスベイを整備

【整備目的】・未来を築く人財育成、交流支援機能の充実
・多様な読書スタイルを提供し、多様なニーズへの対応（蔵
書数、企画展示、学習室、レファレンス、ビジネス支援等）

【整備内容】・床面積 ㎡を基本として整備
・カフェや憩い場等として、別途 ㎡を基本として整備

① ライブラリーセンター

方針：旧ジャスコ跡地と
　　　隣接街区の全域を
　　　基本とする。

（４）事業者提案（Ｈ28年に実施した「酒田駅周辺整備事業における事業者募集」での提案内容）

（酒田駅周辺地区グランドデザイン報告書Ｈ26年12月より）

（酒田駅周辺地区グランドデザイン報告書Ｈ26年12月より）

（酒田駅前整備計画方針　Ｈ28年1月より）

○提 案 者：西松建設株式会社（東京都）

○提案コンセプト：『光の湊』

　・新たな情報と交流によって、明日の酒田を　

　　照らす光が生まれる場所づくり

　・酒田にしかない「ヒト」「モノ」「コト」　

　　を大事にした場所づくり　

○提案施設：ホテル、バンケット、レストラン

　　　　　　集合住宅、商業店舗及び公共施設

　　　　　　(酒田コミュニケーションポート

　　　　　　(仮称））

○事業手法:第一種市街地再開発事業

（２）公共施設

（西松建設株式会社による提案書Ｈ28年4月より）

酒田駅 駅周辺地区駅前広場 まちなかへの誘導

二次交通二次交通

市内観光
広域観光

居居住
機機能

民民にぎ
わいい交流
機機能
わ交交通結節

機能機能
玄玄関口
機機能 まちあるき

観光
中町
エリア

日和山
エリア

山居倉庫
エリア

港
エリア

（回遊ルート・景観形成）

酒田駅周辺地区を起点にまち全体が
有機的につながり、来街者、市民がと
もに回遊を生み出すようなまちづくり

｢観光起点｣＋｢市民の憩いの場｣

まちの魅力と利便性を向上させ

「ひと」で賑わう空間づくり
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酒田駅前地区第一種市街地再開発事業　基本設計概要１－２　施設整備の概要

（１）地区の名称　　　酒田駅前地区

（２）事業の名称　　　酒田駅前地区第一種市街地再開発事業

（４）施行区域　　　　１．４ｈａ

（３）事業施行者　　　光の湊株式会社（西松建設株式会社と酒田市の出資により設立した特別目的会社）

①位置図 ②区域図

（５）機能構成  

酒田駅 

市道幸町一丁目１号線（幅員 ｍ） 

主要地方道酒田停車場線（幅員 ｍ） 

（幅員 ｍ） （幅員 9.8ｍ） 

公共施設： ライブラリーセンター、観光情報センター

ブック＆カフェバー

民間施設： ホテル、レストラン、バンケット（宴会場・会議室）

公共施設： 立体駐車場（集合住宅用を含む）

民間施設： バス待合、商業店舗

Ｃ敷地 民間施設： 集合住宅

その他 公共施設： 広場、バスベイ

Ａ敷地

Ｂ敷地

施行区域を用途に応じて３つの施設建築敷地とその他（公共施設）

に分けて整備をおこなう。
19.35

市
道
酒
田
駅
幸
町
線

15.3

8.0

市
道
相
生
町
幸
町
線

ＪＲ酒田駅

酒田市役所

酒田駅前地区第一種市街地再開発事業施行地区
地番：山形県酒田市幸町一丁目 15 番 1　他

酒田駅前地区第一種市街地再開発事業施行地区
地番：山形県酒田市幸町一丁目 15 番 1 他
約 1.4ha

2．



酒田駅前地区第一種市街地再開発事業　基本設計概要１－２　施設整備の概要

（６）施設全体計画

○酒田市の玄関口として相応しい、人で賑わう都市空間を創出する。

○潤いある広場を区域の中央に設け、周辺施設の賑わいが広場に溢れる配置とする。

○公民一体となった複合施設により、賑わい創出の相乗効果を図る。

○バス待合機能の新設とバス乗り場の集約により、交通結節機能を強化する。

○酒田駅前に住まう新たなライフスタイルを提案する。

広場

ホテル 集合住宅

駐車場

ライブラリーセンター

バンケット
（宴会場･会議室)

バス停留所
ブック＆カフェバー
観光情報センター

店舗

レストラン

3．



酒田駅前地区第一種市街地再開発事業　基本設計概要１－３　施設建築物等の概要

（１）土地利用計画

広場

ホテル 集合住宅

駐車場
ライブラリーセンター

バンケット
（宴会場･会議室)

ブック＆カフェバー
観光情報センター

店舗

レストラン

Ａ敷地（Ａ棟）

主要用途：ライブラリーセンター、

　　　　　観光情報センター、

　　　　　ブック＆カフェバー

　　　　　ホテル（146室）、

　　　　　レストラン、バンケット

　　　　（宴会場・会議室）

階　　数：地上８階建

　　　　（高さ約34ｍ）

敷地面積：約 5,250㎡

建築面積：約 4,290㎡

延床面積：約11,518㎡

Ｂ敷地（Ｂ棟）

主要用途：駐車場（266台）

　　　　　バス待合、店舗

階　　数：地上５階建

　　　　（高さ約20ｍ）

敷地面積：約 2,350㎡

建築面積：約 1,670㎡

延床面積：約 7,723㎡

Ｃ敷地（Ｃ棟）

主要用途：集合住宅（56戸）

階　　数：地上10階建

　　　　（高さ約31ｍ）

敷地面積：約 1,380㎡

建築面積：約   660㎡

延床面積：約 4,977㎡

Ａ 棟
Ｃ 棟

Ｂ 棟

バス待合

広場

敷地面積：約 　655㎡

合　計

敷地面積：約 9,635㎡

建築面積：約 6,620㎡

延床面積：約24,218㎡

4．
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酒田駅前地区第一種市街地再開発事業　基本設計概要１－３　施設建築物等の概要

（２）施設の構成

広場

ライブラリーセンター

ホテル(飲食）

共用ロビーホテル(フロント）
店舗

バス待合

駐車場

集合住宅

１階

２階

３階

駐車場

集合住宅

駐車場

集合住宅

ライブラリーセンター

バンケット
（宴会場･会議室)

レストラン

ライブラリーセンター

展望デッキ

ブック＆カフェバー
観光情報センター

バス停車帯

酒田駅

至 八雲神社
→至 浜田小学校

→

ホテル

ライブラリーセンター

３Ｆ グループ活動室

フリースペース

２Ｆ 一般書架

ラーニングコモンズ

閲覧スペース

静寂閲覧室

閉架書庫

１Ｆ 企画コーナー

ブック＆カフェバー

文学･小説･児童図書

雑誌･新聞

実用・育児・生活本

親子閲覧エリア

読み聞かせスペース

事務室

賑やかな場所から静かな場所
まで、機能に応じたスペース
を立体的に配置 広場の周囲

広場の周囲には、人が集まる場所、
情報発信のための機能を配置

店　舗 店舗
ホテル（飲食）
レストラン（２Ｆ）

交通結節 バス待合
バス停車帯

公共施設 観光情報センター
ブック＆カフェバー

共用ｽﾍﾟｰｽ 共用ロビー（１Ｆ）

（多様な用途に活用）

賑わいと憩いの場として、広場周辺には
広場と相乗効果を期待できる機能を配置

広　　　場

バンケット

共用ロビーを介して２階に
バンケット（宴会場・会議室）を配置

南側の採光を考慮した場所に集合住宅を配置

施設への連絡は広場に近い出入口から行う

集合住宅

駐　車　場

車寄せを考慮した東側にフロント
を配置し、客室は眺望の良い３階
～８階に配置

ホ　テ　ル

（コンビニエンスストア）

5．



酒田駅前地区第一種市街地再開発事業　基本設計概要

１階平面図　縮尺:1/500

１－４　平面計画

１階平面計画

人の動線

車両の動線

広 場

ホテル（フロント）

集合住宅

駐車場

ライブラリーセンター

ホテル（飲食）

ブック＆
カフェバー

店舗

共用ロビー

バス待合

観光情報センター

駐輪場

駐輪場

集合住宅車寄せ

　ライブラリーセンターの賑やかな機能は
　広場や通り側に配置（観光情報センター､
　ブック＆カフェバー、企画コーナー等）

広場の周辺には人が集まり
憩う機能を配置

広場は良好な環境と多様な活動の場を提供する
屋外のパブリック（公共的）な空間

集合住宅は南側採光に配慮した配置

企画コーナー

酒 田 駅

← 至 八雲神社

至 浜田小学校

↓

立体駐車場出入口

店舗駐車場出入口

ホテルバンケット
車寄出せ入口

バス停車帯

駅からの動線

歩行者動線の上部に庇を設け建物間を快適に移動

駅前通りの歩行者空間

駅前通りから南側に通り抜ける歩行者動線

ライブラリーセンターの
１階は交流･情報･子育て
のフロア

賑わいと憩いの場として、広場の周辺には広場と相乗効果の期待できる機能を配置

 共用ロビーは各施設の「おでむかえ空間」
 としての屋内のパブリック(公共的)な空間

ホテル･バンケット車寄せ

6．



酒田駅前地区第一種市街地再開発事業　基本設計概要

２階平面図　縮尺:1/500

１－４　平面計画

２階平面計画

広場上部

ライブラリーセンター

レストラン

吹き抜け

バンケット
（宴会場・会議室）

共用ロビーは各施設をつなぐ屋内の
パブリック(公共的）な空間である
とともに静かな空間と賑わい空間の
緩衝帯となる

集合住宅は南側採光に配慮した配置

吹き抜け

吹き抜け

吹き抜け

吹き抜け
共用ロビー共

ライブラリーセンターの中から
吹き抜けを介して、駅前通りの
豊かな空間を感じることができるライブラリーセンターやレストランから、

広場の豊かな空間を感じることができる

上部の高窓により、
柔らかな光を室内に
採り込む

他の施設に近い位置に
歩行者用の動線を配置

ライブラリーセンターの２階は
落ち着いた「学び」のフロアー

駅前通りの歩行者空間上部

集合住宅

駐車場

7．



酒田駅前地区第一種市街地再開発事業　基本設計概要

３階平面図　縮尺:1/500

１－４　平面計画

３階平面計画

ライブラリーセンター

ホ テ ル

展望デッキ

ホテルの客室階は３階から８階に配置

集合住宅は南側採光に配慮した配置

展望デッキからは
鳥海山を望むことができる

他の施設に近い位置に
歩行者用の動線を配置

ライブラリーセンターの３階は
独立性の高い「学び」と「眺望」
のフロアー

集合住宅

駐車場

8．



酒田駅前地区第一種市街地再開発事業　基本設計概要

( 飲食）

フリースペース

リビング空間縁側･土間空間 共用ロビー

ホテル客室は開放的で
眺望の良い高層棟で構成

ライブラリーセンターは
利用しやすい低層棟で構成

庄内平野の眺望

鳥海山の眺望

バンケット(宴会場)
の天井高を確保

階高の違いを考慮した
合理的な棟配置

館内の吹き抜けは

・高窓からの光を取り入れる装置

・上下階の様子を伝えるつなぎの空間
駅前通りの環境を感じられる
透明感のある外観

１－５　断面構成

（Ａ棟）

＜広場側から見た断面＞ ＜ライブラリーセンター側から見た断面＞

9．



酒田駅前地区第一種市街地再開発事業　基本設計概要

車室スロープ スロープ

スロープ

車室

ＥＶ階段

スロープ
車室

店舗 バス待合 バス待合

他の施設にスムーズにアクセスできるよう
東側（広場側）に階段とＥＶを配置

１階広場に面して店舗やバス待合を設置し、
広場の賑わいを創出

１－５　断面構成

（Ｂ棟）

＜集合住宅側から見た断面＞ ＜広場側から見た断面＞

店舗
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酒田駅前地区第一種市街地再開発事業　基本設計概要

南面に開く
バルコニー

住宅

駐輪場 駐輪場 駐輪場トランクルーム ホール

住宅

緑地・広場専用庭

北側玄関前には北西からの冷たい風を防ぐ
防風スクリーンを設置

緑豊かな広場からアクセスする
エントランスホール

車のスペアタイヤ等を保管できる
トランクルーム

専用庭を持つ住宅

奥行約2ｍの幅を持つ
ゆったりとしたバルコニー

１－５　断面構成

（Ｃ棟）

＜南側から見た断面＞ ＜ホテル側から見た断面＞
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酒田駅前地区第一種市街地再開発事業　基本設計概要２－１　ライブラリーセンター概要

（１）ライブラリーセンターの基本理念（整備基本計画Ｈ29年3月より）

（２）基本設計におけるライブラリーセンターの空間づくりのコンセプト

コンセプト

多様なコミュニケーションを創出し、
新しい⾵・パワーを⽣み続けるハブ拠点

基本理念
知（地）のアリーナ

〜ヒト・モノ・コトが⾏き交い、

知（地）的好奇⼼がインスパイアされる

学学び 学び、成⻑する場

・地域を知り、学び、好きになる。
・市⺠の知的好奇⼼に応え、⽀援し、
 暮らしを豊かにする。

交交流 交流の場
・⽇常のライフシーンに応える。

・市⺠も、観光客も寛ぎ、交わる。

情情報 子子育情報発信の場 ⼦育ての場
・庄内地⽅、酒⽥らしさを積極的に
 発信する。
・明確な情報が拡散､⼝コミで広がる。

・親⼦で気兼ねなく､安⼼して､利⽤できる。

①広場やケヤキ並木に面した内外の境界は「ガラスの設えで透明感」をつくる。
　外部の賑わいや緑の潤いを内部にふんだんに取り込む形とする。

②施設全体を貫く「よりパブリック性が高い場所」をつくる。
　外の空間や複合する他の用途と円滑に連携しやすい形とする。

（※）インスパイア：刺激される、奮い⽴たせる、駆り⽴てられること

④大きさが違う「ハイサイドライト（高窓）」を万遍なく配置する。
　自然の光に満ちた居心地の良い形とする。

③ゆっくり時間を過ごす場所を中心に「吹抜け」を分散してつくる。
　人や活動の互いに見る見られる関係が、出会い、交流、刺激を生む形となる。

⑤「格式張らない書架配置」とする。人が主役となり、図書館が気軽に過ごせる
　サードプレイスとなる。

⼈と⼈（情報、まち）を繋ぎ、
多様なコミュニケーションが創出され、

みんなの居場所〜
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酒田駅前地区第一種市街地再開発事業　基本設計概要

１階平面図　縮尺:1/250

２－２　ライブラリーセンター配置計画

１階平面計画

人が主役の図書館として、
ゆっくりと時間を過ごす
ことができる場所をライ
ブラリーセンター中央に
配置

ＢＤＳ
観光情報センター

雑　誌

企画
コーナー

文学・小説

ゆっくりと時間を過ごす場所
（イメージ：リビング空間）

実用・育児・生活

絵本・紙芝居

児童図書

親子閲覧エリア

メインカウンター

児童カウンター

交交流

情報

酒田本パブリック性の高い場所(イメージ：縁側・土間空間)

交流

情報

交流
交流

子育

交流

子育

児童トイレ・授乳室

子育

予約棚

２Ｆへ

児童図書

広　場

共用ロビー

駅前通りの歩行者空間

酒田駅からの
歩行者動線

広場と駅前通りに沿って､よりパブリック性が高い空間
として縁側･土間空間をつくり､交流と発見の場とする

ＢＤＳ

読み聞かせや紙芝居のため
のしつらいを用意

駐車場へ

広場の環境を

感じられる

透明感の

ある設え

駅前通りの環境を感じられる透明感のある設え

管理部門

○蔵書数

　開架：15 万冊

　閉架：15 万冊

　合計：30 万冊

  （現中央図書館の約 1.4 倍）

○閲覧席数

　425 席

 （現中央図書館の 3.3 倍）

○面積

　約 3,440 ㎡

 （現中央図書館の 2.3 倍）

観光情報センターは､駅側のより公共性の高い場所に配置。
隣接する書架には酒田に関連する本を配架し、デジタル
サイネージ（映像案内）の他、コンシェルジュカウンター
(観光案内)を設置するなど､酒田の歴史･文化情報の総合的
な発信を行う

ブック＆カフェバー

光丘文庫や吉野弘等の資料や
作品の展示を行う

児童図書と実用・子育て・
生活関連の本の近くに親子
閲覧席を配置

児童トイレや授乳室を親子
閲覧席の近くに設置

 展示会､発表会､音楽会等を
 行うことができる、知的な
 好奇心を喚起する交流の場

交流

読み聞かせ
スペース

車椅子使用者やオストメイト対応の多機能トイレ

主要な動線

コーヒーなどを
飲みながら本が
読める場所。
駅前通りや広場
の賑わいや潤い
を感じることが
できる

■施設全体ボリューム

新聞
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酒田駅前地区第一種市街地再開発事業　基本設計概要

２階平面図　縮尺:1/250

２－２　ライブラリーセンター配置計画

２階平面計画

閲覧スペース

ラーニングコモンズ

静寂閲覧室

２階カウンター

交交流

１Ｆから

一般書架

広　場

光の湊のロビー

駅前通りの歩行者空間

外部の賑わいや緑の潤いを感じながら、様々な
家具や空間の中からお気に入りの場所を選んで
ゆっくり読書ができる閲覧スペース

広場の環境を

感じられる

透明感のある設え

閉架書庫

吹き抜け

学び

学び

学び

一般書架

吹き抜け

高窓

高窓

高窓

高窓
高窓

吹き抜け

吹き抜け

吹き抜け

駅前通りの環境を感じられる

透明感のある設え

レストラン

学び

静かな学びの場「静寂閲覧室」

吹き抜けの下は主にゆっくりと
時間を過ごす場所。
人や活動がお互いに「見る」、
「見られる」という関係により
出会いや交流､知的刺激のある
場所を形づくる空間

ハイサイドライト(高窓)により
自然の光に満ちた居心地の良い
場所

自習やグループ討議・活動が行える
スペース
ラーニングコモンズ(学習支援の場)
としても利用できるスペース

車椅子使用者やオストメイト対応の多機能トイレ

共用ロビーと繋がる出入口。
レストランやバンケット
(宴会場･会議室)との連携
を視野に入れた計画

バンケット

１Ｆから１Ｆから

主要な動線
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酒田駅前地区第一種市街地再開発事業　基本設計概要

３階平面図　縮尺:1/250

２－２　ライブラリーセンター配置計画

３階平面計画

鳥海山を望むことができる展望デッキ

交交流

　多様な学びのスタイルを許容でき、
　また多様な企画を提案できる場所
（可動式の壁により多様な利用に対応）

学び

フリースペース・グループ活動室

展望デッキ

車椅子使用者やオストメイト対応の多機能トイレ

自然光を室内に採り込む高窓
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酒田駅前地区第一種市街地再開発事業　基本設計概要３－１　外観デザイン

基本理念

レストラン・バンケット

ホテル (飲食 )

広場や駅前通りに面してガラスを用い
人々の活動が内と外と相互に

滲み出る設えとする

ライブラリーセンター

観光情報センター

店舗･バス待合

駐　車　場

集合住宅ホ　テ　ル

広　場

バンケット

バス停車帯

施行地区全体でデザインをまとめ
調和の取れたデザインとする
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酒田駅前地区第一種市街地再開発事業　基本設計概要３－１　外観デザイン

酒田の遺伝子を新たなカタチに

採用

するする

するする

ホテルの外観ホテルの外観

施設全体を貫くパブリック性の高い土間空間と

「透明感」 を追求した外部との境界により

ヒト･モノ･コトがまちへにじみ出すカタチとする。
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酒田駅前地区第一種市街地再開発事業　基本設計概要３－１　外観デザイン

る

設置

る
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■１階ホテルロビーイメージ

■ホテル客室フロアＥＶホールイメージ

■ホテル客室フロア廊下イメージ



■２階バンケット（大宴会場）イメージ ■２階バンケット（レストラン）イメージ


